
空港のために住民のふるさとと未来を壊すな

第３滑走路に反対を

　３本目の滑走路、Ｂランの 1000 ㍍延伸、深

夜・早朝便の延長（24 時間化）という「空

港機能強化案」が「４者協議会」で事実上承

認されました。

　1000 ㌶もの豊かな大地をコンクリートで

破壊する許せない空港計画です。600 戸の強

制移転、2000 戸の新たな騒音地獄という住

民の生活破壊、人権無視に怒りがこみ上げま

す。アリバイ作りの説明会では、「空港には

利益があるかもしれないが、住民には何の利

益もない！」「人生の３分の１は睡眠。その

大事な時間を勝手に削られるなど冗談じゃな

い」と、怒りの声が広がっています。

　航空機騒音による睡眠妨害は、心筋梗塞な

どの病気の確率を２倍にします。今こそ「第

３滑走路反対」の声を大きくあげ、計画を撤

回させましょう。

　「航空需要が 50 万回に」なるデマも化けの

皮がはがれています。必要のない第３滑走路

をゴリ押しする理由は莫大な空港利権と、朝

鮮半島有事を想定した軍事転用にあります。

力をあわせて第３滑走路を阻止しましょう。

（連絡先）事務局長・北原鉱治
成田市三里塚 115 tel 0476-35-0087三里塚芝山連合空港反対同盟
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　深夜・早朝便の延長は、絶対に認めては

なりません。

　騒音は身体にさまざまな影響を及ぼしま

す。免疫力が低下し、高血圧、虚血性心疾

患、心筋梗塞が増えます。肥満、成人病も

増加します。脳へも影響して、情緒不安定

や集中力・意欲の低下、記憶力の低下が起

きます。さらにここ数年でわかってきたの

が脳卒中と糖尿病です。

　厚木基地の騒音激甚地区の調査では、心

筋梗塞のリスク（死亡率）が２倍と報告さ

れています。

　欧州ＷＨＯ（世界保健機関）の指標で

は、騒音が有害化学物質と同様に、健康に

影響する環境要因として危険なものだとし

ています。

　東京・豊洲市場の問題で、ベンゼンの有

毒性が問題になっていますが、ダイオキシ

ン・ベンゼン・オゾンなどの化学物質は騒

音に比べて100分の１に位置づけられてい

ます。騒音の有害さは歴然です。

　にもかかわらず、日本ではこれまで騒音

が「生活の迷惑」程度にしか扱われて来

ず、十分な対策が行われてこなかったので

す。

　欧州ＷＨＯ夜間騒音ガイドライン（2009

年）では、騒音による健康被害を防ぐ「夜

間の目標値」を40dBとしています。55dB以

上では心臓血管系疾患が増加するとしてい

ます（心筋梗塞・高血圧は50dB）。

　厚木基地の

爆 音 訴 訟 で

は、自衛隊機

の夜間飛行差

し止めという

画期的な判決

を勝ち取りま

した。騒音裁

判で初めてＷ

ＨＯのガイド

ラインを全面

的に採用し、

それを根拠とした判決です。ＷＨＯは、住

民の睡眠時間帯を確保するために、最低８

時間の飛行禁止が必要だとしています。

今回の「空港機能強化」で持ち出されてい

る「深夜・早朝便」の延長案では「航空機

を朝の５時から夜中の１時まで飛ばす」と

しています。睡眠時間はたったの４時間！

　ＷＨＯが必要だとする睡眠時間の半分で

す。いかにひどい要求かが分かります。

　成田の騒音被害はどうでしょうか。成田

は厚木判決の基準になった「欧州ＷＨＯ夜

間騒音ガイドライン」をはるかに逸脱しま

す。（次頁下図参照）　　　

　　　　　　　　　　　　　　（次頁へ）
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騒音は化学物質より有害

最低８時間の飛行禁止が必要

「欧州での環境要因による健康損失の比較」
　健康に影響する環境要因のうち、騒音は大気汚染
のPM粒子状物質についで位置づけられ、化学物質
に比べるとケタ違いの高さです

粒子状物質 (PM)
（6000-10000)

受動喫煙　　　　交通騒音　　　　　
（600-1200）　 　（500-1000）
　　ラドン　　　　鉛
　（600-900）　　（100-500）
　　　　　　　　オゾン　　ダイオキシン
　　　　　　　　（40-200)　　　(<500）

　ベンゼン　　　　　　 　ホルムアルデヒド
　　（2-4）　　　　　　　　　　　（0-2)

航空機等騒音の値

成田のリスクは厚木の１０倍

騒音は人を殺す 心筋梗

２



梗塞・高血圧が２倍に！
　厚木の爆音訴訟で、ＷＨＯのガイドライ

ンを採用させる意見書を提出した北海道大

学大学院の松井利仁教授は、成田空港周辺

の騒音による健康障害は、厚木基地の10倍

だと言います。

　夜間騒音は、

音の大きさもさ

ることながら、

睡眠の妨（さま

た）げとなる騒

音の回数が問題

です。

　厚木の夜間騒

音の発生回数は

年間400回くらいです。成田では１日10数

回＝年間4000回で、厚木の10倍です。騒音

レベルは厚木ほど高くなくても、睡眠を妨

げる騒音が夜間に年間4000回も発生すれ

ば、睡眠障害やさまざまな病気を引き起こ

すことは明らかです。

　ところが、日本では「Lden（エルデ

ン）」という騒音基準を採用しています。

空港会社が示している数値もこれです。

　これは、昼も夜も一緒くたにして一日平

均の値を求めるものです。これだけでは夜

間に騒音があるかどうかもわかりません。

問題は、睡眠を妨げる夜間騒音なのです。

　ＷＨＯのガイドラインでも、この基準は

「〝うるささ〟の指標であって、住民の睡

眠を保護しない」と指摘しています。

　騒音は夜間こそが問題です。一日の平均

値だけで評価することはできません。

　成田空港会社（ＮＡＡ）は「内窓をつけ

るから防音対策は大丈夫」と説明します

が、とんでもありません。防音工事で、問

題は解決しません。厚木爆音訴訟地裁判決

では、「効果は工事の情況や個々の住宅の

情況よって様々であり、必ず達成できると

までは認めがたい」と認定していますす。

自費で内窓にした人も、「効果はない」と

証言しています。

　成田空港の騒音は、厚木基地以上の騒音

被害が引き起こされているのですから、直

ちに飛行を差し止めるべき状況なのです。

　今の11時から6時の飛行制限でも、住民

の睡眠は守れません。さらなる制限緩和と

は何事ですか！　騒音は命を削ります。絶

対に撤回させましょう。

日本の基準は睡眠を守らない！

欧州ＷＨＯ暫定目標値

欧州ＷＨＯ夜間騒音ガイドライン
欧州ＷＨＯ心疾患しきい値

北羽鳥 本城

御料牧場記念館

新田

　2014年に成田市が公表した

夜間騒音に関する調査（ＷＨＯ

のラインはこちらで加筆）。

航空機騒音を主な要因として、

どの地域も欧州ＷＨＯのガイド

ラインを大きく上回る値です

防音工事で騒音は防げない

飛行差し止めが当たり前
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被害を防ぐ目標値 40dB

心筋梗塞・高血圧 50dB

※２～３ページの内容は、「市東
さんの農地取り上げに反対する会」
のシンポジウム報告集を要約する
形で使わせていただきました。



第1次強制代執行阻止闘争。全国か
ら人々が駆けつけた(1971年２月)

　あらためて、今回の空港拡張計画を見て

みましょう。

　４者協議会は、今の空港を２倍の2400㌶

にすると発表しました。空港をもうひとつ

造るような無謀な計画です。東西4.5㌔、

南北12㌔いうとてつもない巨大空港構想で

す。これほど大規模な自然破壊計画は国内

では他に例を見ません。

　政府と空港会社は何代にもわたってこの

地に住み、農業に生きてきた人びとの生活

を何と思ってい

るのでしょう

か！

　千葉県有数の

農業地帯をコン

クリートでつぶ

して内陸空港を

造る―50年前の

ナリタを再び繰

り返すことを許

してはなりませ

ん。

　

　空港拡張で立ち退きを強制される家は約

200戸といわれてます。そのほとんどが離

農するしかなくなります。

　さらに騒音激甚地域の400軒以上も住む

ことができなくなり、移転を強いられま

す。農業を続けるなら「通勤農業」しかあ

りません。

　実際に立ち退きを迫られるのは、合わせ

て600戸を越えるのです。

　さらに芝山町菱田地区をはじめ、一度移

転した人たちに再度の移転を迫るという地

域もあります。国と空港会社の都合でここ

まで人生を振り回される、これほどはなは

だしい人権侵害はありません。

　一民間企業である空港会社の金もうけ

と、これに群がる利権屋の私欲のために、

離農、生活破壊を強制されてはたまりませ

ん。住民の生活と権利がないがしろにされ

てはなりません。

　そこに生まれ、生きてきた住民にはそこ

で住み続ける権利があるのです。ひとの人

生をかってに変えられてたまるか！　

　反対同盟農民は政府の「農民殺し」の圧

政に抗して闘ってきました。闘ったから用

地内農家の強制収用をあきらめざるを得な

いところに追い込んできたのです。

　闘えばこの無謀な計画を阻止することが

できます。

600 戸を超す強制移転！
故郷を奪われてたまるか
1000㌶拡張の無謀さ

「若い人が帰ってこない」
　　　　　帰ってこいと言えない」

住民が犠牲になる必要ない

４

一鍬田地区の農村風景。この自然を破壊するな！



　成田空港会社（ＮＡＡ）は空港需要の

予測を「2030年代初頭から2040年代後半

には年間50万回」に達するとしていま

す。これは、国交省の小委員会の試算に

もとづくものです。（下図参照）

　机上（きじょう）の計算で、ＧＤＰの

増加やアジアの成長を前提に、どこまで

も右肩上がりの都合の良い数字を並べた

だけです。（下図参照）

　実際、世界のあちこちで経済が行き詰

まっているのが現実です。ＩＭＦ（国際

通貨基金）が発表した2017年の日本のＧ

ＤＰ予測はマイナス0.1％。右肩上がり

は絵にかいたモチです。

　デタラメな根拠をもとに、住民の生活

が奪われていいのでしょうか。

　国とＮＡＡは「日本経済のために受け

入れてほしい」と住民説明会で述べてい

ます。誰のための「日本経済」「空港拡

張」なのでしょう。成田空港が他との競

争に勝っていくために、「住民は空港に

従え」ということではありませんか。

「共存共栄」などウソであり、空港の拡

張に頼らなければならない地域のあり方

は誤りです。

　成田空港でも原発事故後、発着回数・

旅客数共に減少し、空港で働いていた一

万人の首が切られました。

　農業や漁業を切り捨て、原発に頼らな

ければ生きられない状況に追い込まれた

福島で何が起きたでしょうか。原発事故

で最も被害を受けたのは地元住民です。

　騒音被害や落下物、墜落の危険、戦争

になれば真っ先に攻撃対象となる地域に

自ら望んで住みたがる人はいません。実

際、芝山町の人口は減り続けています。

一時的な雇用や補助金と引き換えに、地

域を荒れ野原にしていいのでしょうか。

　空港機能強化は、地元住民の利害と全

く相いれません。「滑走路が先か後か」

という問題ではありません。地域の未来

のために絶対反対以外ありません。

空港拡張に頼る地域
づくりに未来はない

年
間
発
着
枠
50
万
回
は
デ
タ
ラ
メ

　2013年11月に国土交通省が示した首都圏の航空需要予測（発着回数）。成田と羽田をあわせた
ものですが、実績の線から突然、真っ直ぐな右肩上がりになっています。 ＮＡＡなどが需要予測と
して示しているグラフは、すべてこの時の資料にもとづいて、予測値だけを切り取ったものです

空港のために生きてるんじゃない

地域住民の利害とは相いれない

右肩上がりの航空需要のウソ

５



これ以上住民無視は許さない

　

「だらだらやるつもりは
ない」と相川芝山町長

結論ありき・形式だけの「説明会」

「なし崩しに延長しない」約束は？

空港間競争より住民の健康が大事だ

　相川勝重芝山町長（写真）は、説明会

を「だらだらやるつもりはない」（９月

議会）と言いました。形式だけで、結論

を押しつけるものです。

　最初の説明会は「４者協議会」（９月

27日）からわずか10日後。開催を知らな

い住民も多かったのです。

　「計画を変更することはできるのか」

「空港間競争より住民の生活と健康を優

先して」など、説明会での住民の切実な

訴えにも「ご意見をふま

えて検討します」「努力

します」（?!）と繰り返

すのみ。「20 1 3年の深

夜・早朝便延長の時『な

し崩しに延長はしない』と約束をした。

どうなったのか」との抗議にも「ご意見

は受け止める」とその場しのぎ。住民の

声を聞く姿勢ではありません。

　ＮＡＡの「空港機能強化に関する資

料」には、「他空港との競争におくれを

とらないためには、朝４時から夜中２時

までの飛行が理想的」と書かれていま

す。「５時から１時」という深夜・早朝

便延長案どころか、まさに「24時間化」

が彼らの本音なのです。　

　一方、小泉一成・成田市長は早くも

「12月には意見集約する」(10月27日）

と言い出しました。「空港圏自治体連絡

協議会」を急いで開いて、最終決定に持

ち込もうというのです。「何百回でも住

民の所に足を運ぶ」と言っていたのは、

どこの誰ですか？

　「このままでは、ムラがダメになる」

「あまりにひどい。立って言うしかな

い」「末代まで関わる問題だ」と、私た

ちも多くの怒りを聞いています。

　そうです。声をあげ、立ち上がるのは

今です。

　力を合わせれば「第３滑走路計画」は

止められます。子どもたちに引き継げる

豊かな自然と暮らしを守りましょう。

成田市長「12月に集約する」 〃
朝
４
時
～
夜
２
時
が
理
想
的
〃
と
主
張

Ｎ
Ａ
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日
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住民こそが第一

６



　なぜ今、国と空港会社はこれほど巨大な

滑走路を造ろうとするのでしょうか？　背

景にあるのは、朝鮮半島での戦争的緊張と

密接にからむ成田の軍事転用です。　

　もともと成田空港の計画自体が、ベトナ

ム戦争による大規模な軍事使用の結果、狭

くなった羽田の代替空港として作られまし

た。最初から成田は戦争と密接に関わって

出発したのです。

　安倍政権は2015年９月19日、集団的自衛

権の行使容認を柱とした安保関連法（戦争

法）を制定しました。安保法制で、有事に

自衛隊と米軍が港や飛行場を使うための

「特定公共施設利用法」は、民間空港で唯

一4000㍍滑走路を持つ成田を念頭に、「有

事」の際の軍事使用を明記しています。

　現代の戦争は総力戦です。大量の兵員投

救
援
物
資
輸
送
を
口
実
に
成
田
空
港
を

使
用
し
た
自
衛
隊
機

　
　
　
　

（
２
０
０
１
年
２
月
５
日
）

入が必要になります。成田空港は巨大な兵

站（へいたん）基地として位置づけられて

いるのです。

　安倍政権は、沖縄・高江で反対する住

民・市民を機動隊の暴力で排除し、米軍ヘ

リパット建設を強行しています。県民の声

に耳を貸さず、辺野古新基地建設を推し進

めようとしています。

　また、原発を次々と再稼働させ、福島で

は、自主避難者への住宅支援打ち切りや帰

還強制で、事故を「終わったこと」にしよ

うとしています。

　戦争へ向かう安倍政権の政治と、第３滑

走路建設や暫定Ｂ滑走路の1000㍍延長は、

ひとつながりです。米軍・自衛隊がが成田

から出撃していくために複数の巨大滑走路

が必要なのです。

成
田
は
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
兵
の
軍
事
拠
点

に
な
っ
て
い
る
。
写
真
は
成
田
か

ら
南
ス
ー
ダ
ン
に
向
か
う
自
衛
隊

軍
事
車
両
（
２
０
１
２
年
10
月
）

成田は巨大な兵站基地

●朝鮮半島で戦争が起きたら、成田、札

幌（千歳）、新潟空港を、民間便を停止

させてでも空輸基地として使用しなけれ

ばならなくなる（1994 年６月 12 日付ロサ

ンゼルスタイムズ）

●米軍は、極東有事の際に米軍が使えそ

うな施設を定期的に事前調査している

」とし、「民間空港を調べる場合、兵

舎に転用できる建物や防空ミサイルを

設置する場所まで下見する」「その徹

底ぶりは『電気器具のコンセントの穴

が二つなのか三つなのかまで調べ上げ

る』（統合幕僚会議筋の話）

　（1996 年４月 20 日付の日本経済新聞）

軍事使用のねらいを明かす新聞報道

米軍 ・自衛隊が
　　　　　成田から朝鮮半島へ

戦争のための滑走路はいらない

７



住民を犠牲に
　利権を要求

最高裁の上告棄却弾劾する
「体張りこの地で農業続ける」市東孝雄さん

農地法
裁　判

　「最高裁まで、こう

いう形でやってくる

ことは絶対に許せな

いし認められない。

決定が出ても負けた

わけじゃない。勝負はこれからです。

もし農地に手を出してくるなら、体を

張って闘う。私はここで農地を守り

闘っていく。それが自分の生き方です

　10 月 25 日、反対同

盟員・市東孝雄さんの

農地裁判において、最

高裁第３小法廷の大谷

剛彦裁判長は、「上告

棄却」の ”農民殺し ”

決定を行いました。

　農地法を使った農地

の強奪。数々の違法と

文書偽造の犯罪行為。大谷裁判長はこれら

すべてを「国益が優先」として認め、市東

さんに農地の明け渡しを求めたのです。

　市東さんと反対同盟は、10 月 27 日記者

　「住民の要望」をかたり、「第３滑走路計画」の

お先棒をかついできたのが「第３滑走路実現を目

指す有志の会」です。その目的は、住民の生活と

健康をふみにじっての空港利権要求です。

　その正体は、顧問、会長、副会長、幹事らの名

前を見れば一目瞭然です。大半が空港関連企業で

1200 億円以上と目される建設工事で、受注を狙い、

利益をもくろむ企業ばかりです。まさに「命より

金もうけ」の権化（ごんげ）です。

　事務局長の石毛博道は元反対同盟員でありなが

ら仲間を裏切り、黒野匡彦元ＮＡＡ社長の手先と

なり、「600 戸の強制移転」「2000 戸の騒音地獄」、

「24 時間化」を推進し地域を破壊しようとしてい

ます。「強制収用」を要求する「成田空港対策協

議会」などの動きと一体となって、11 月８日には

「第３滑走路推進」をＮＡＡに要求しています。「有

志の会」を許してはなりません。

９月７日最高裁包囲デモ９月７日最高裁包囲デモ

「
有
志
の
会
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
３
集
。
裏
面
に
利

権
企
業
の
幹
部
ら
の
名
前
が
ず
ら
り
な
ら
ん
で
い
る

「第３滑走路実現を
目指す有志の会」
の正体

土建 ,不動産 ,道路舗装会社などずらり土建 ,不動産 ,道路舗装会社などずらり

会見を行い、全国の、とりわけ空港周辺

の人びとと団結して徹底的に闘いぬくこ

とを宣言しました。共に闘いましょう。
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